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　　き ゅ う か わ ず み け

旧河澄家
所在地　　　　　 〒579-8003　大阪府東大阪市日下 7 丁目 6-39
電話番号　　　　TEL/FAX　072-984-1640
ホームページ　　http://www.kyu-kawazumike.jp
開館時間　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分
休館日　　　　　 月曜日 （祝日の場合は翌日）
　　　　　　　　　　祝日の翌日 ・ 12 月 29 日～ 1 月 3 日
入館料　　　　　 無料
駐車場　　　　　 5 台 （無料）
　　　　　　　　　　満車の場合は、 近鉄けいはんな線 「新石切駅」
　　　　　　　　　　周辺の有料駐車場をご利用ください。

◆アクセス方法 
公共交通機関をご利用の場合
・ 近鉄奈良線 「石切駅」 より徒歩約２０分
・ 近鉄けいはんな線 「新石切駅」 より徒歩約２０分
・ 近鉄奈良線 「東花園駅」 または近鉄けいはんな線 「新石切駅」  
  より、
　近鉄バス 「四条畷行き」 または 「住道行き」 に乗車
　「南日下」 バス停より徒歩１５分
・ JR 学研都市線 「住道駅」 または 「四条畷駅」 より、
　近鉄バス 「東花園駅前行き」 に乗車 「南日下」 バス停より徒歩   
  約１５分

マイカーをご利用の場合
・ 旧国道１７０号線 「日下４丁目」 交差点を東へ、 約６００ｍ直進

◆指定管理者　株式会社アスウェル  TEL ： ０７２-９３９-７８６１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     FAX ： ０７２-９５２-４３４０
 　　URL       http://www.asuwell.co.jp
 　　E-mail    mail@asuwell.co.jp

東大阪市指定文化財

JISQ9001:2015(ISO9001:2015)/ 全事業所

JISQ14001:2015(ISO14001:2015)/ 全事業所

建物総合清掃保全管理・施設保守管理・建築物

・衛生管理・人材派遣・警備保守・指定管理

株式会社アスウェルは、総合
ビルメンテナンス会社として、
次の認証を取得しています。

ISOのロゴを使う場合は、この形でお願いします。

平成２５年７月以降は、QMS・EMSともに、

旧河澄家
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旧河澄家周辺図 (詳細)

※イベント日程は本誌発行時の予定ですので、都合により多少前後する可能性がございます。詳しくはお問合せください。

　ネジと工具で木製カメラづくり

論語の素読会

〈 2020年12月～〉

旧河澄家　イベントカレンダー

ネジを中心としたものづくりの楽しさ

と大切さを伝えるプロジェクト

『にじいろのネジ』ワークショップ

専用部品（バネとネジ）とキットを組

み合わせ、木製のカメラを制作します。

ものづくりに大切な創造性と工具の種

類や使い方を学びながら、自分だけの

カメラを作ります。

ぜひご家族でご参加ください。
予約優先　
参加費 300円

1/17(日 )

1/23(土 )

奥座敷 棲鶴楼  主庭より

※詳細はお問合せください。

古民家の歴史や特徴等のお話、古民家の再

生技術・事例を紹介、解説します。

毎年ご好評いただいている古民家再生講座

です。ぜひこの機会に古民家について一緒

に学びませんか。

古民家再生講座

ネジと工具で木製カメラづくり
にじいろのネジ ワークショップ

　　　　　　※詳細はお問合せください。

声に出して文字を読む ( 素読 ) 楽しさ

を一緒に体感しませんか。

論語とは、孔子とその弟子の中でも

優れた人物たちの言語をまとめた書物

であり、心を打つ章句がぎっしりと詰

まっています。

奥座敷 棲鶴楼にて、心豊かな時間を過

ごしましょう。

毎月

第 2・第 4

曜日

参加費 無料

河内の古民家展

河内地方の代表的な古民家紹介や、

旧河澄家住宅所蔵の資料を紹介する展

示。河内地方の古民家の写真と構造的

特徴等の紹介、旧河澄家主庭 枯池式枯

山水庭園 ( 江戸時代初期 ) の解説をし

ます。日本の住文化、古民家の魅力を

再認識していただければと思います。

※詳細はお問合せください。

１/15(金 )

～ 2/13(土 )

枯池式枯山水庭園 

歴史コラム
日下の噺「丹波神社と御所ヶ池」

pick up!
万葉の花写真展・講演会
祭礼展

河澄家の自然　梨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特集 /企画展示

昔の道具展

昔の道具体験会

薬の原料となる、乾燥させて固くした草木や種子や穀物などをすりつぶす道具　薬研 yagen

旧河澄家 指定管理者 株式会社アスウェル
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※休館日・開場時間等はＰ12「イベントカレンダー」にてご確認ください。

毎月第2・第4土曜日
「論語の素読会」

「古民家再生講座」
2021年1月24日(日)

「河内の古民家展」
2021年1月15日（金）～2月14日(日)

展示・イベント

「ピニャータ作り＆年始の遊び体験」
2020年12月13日(日)

古民家で年末年始を遊びつくせ！

「ネジと工具で木製カメラを作ろう」
2021年1月17日(日)

にじいろのネジ  モノづくりワークショップ

2

展示・イベントのご案内



旧河澄家北側には梨の木があり、毎年4月頃には白く美しい花を咲かせ、初夏には小さい実を

つけます。梨はバラ科ナシ属の植物で日本古来の和なしの他、中国なし、洋なしに分類されます。

和なしは中国を原産とし、日本の本州、四国、九州に生育する野生種「ヤマナシ」を基本種とし

ています。梨が登場する文献としては『日本書紀』にある西暦693年の持統天皇の詔があります。

その中で米・麦・粟、稗、豆などの五穀の他に、栗や梨などが奨励され、穀物が取れないときの食

料となり得る果実として認識されていたと考えられます。万葉集第十巻にも「露霜（つゆしも）の 

寒き夕（ゆうべ）の 秋風に もみちにけりも 妻梨の木は」とあり、梨に“無し”をかけて「妻梨の木」

は「妻無し」の意味で歌われています。　

梨の実梨の花

旧河澄家の自然

もくじ
      04　特集―昔の道具展―

      06　日下の噺―丹波神社と御所ヶ池―

      08　イベントレポート

      1０　Pick Up

      1２　イベントカレンダー
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  7/5    七夕飾り作り＆コンサート

  7/26   東大阪のモノづくり講演会

  8/30   おりがみ講習会

  9/13   落語でたどる昔のくらし

  9/21   古代体験会 はにわをつくろう！

　

 

万葉の花写真展
祭礼展

  

 

　8/23   竹の水鉄砲づくり
　10/11　 旧河澄家の秋祭り 古民家 de ハッピーハロウィン＆だんじり囃子

  

 近畿大学峰滝ゼミ REPORT



旧
河
澄
家
で
は
二
〇
二
〇
年
五
月
十
二
日
か
ら
九
月
二
十
七
日
ま
で

の
間
、
「
昔
の
道
具
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
で
三
度
目
の
公
開
と
な
っ
た
旧
河
澄
家
の
蔵
に
て
、
河
澄
家
所

蔵
の
民
具
約
百
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

昔
の
道
具
展

庄
屋
の
仕
事

庄
屋
、
河
澄
家

体
験
コ
ー
ナ
ー

　

河
澄
家
は
江
戸
時
代
、
日
下
村
（
現
在
の
東
大
阪
市
日
下
町
）
の
庄
屋
を
代
々
務
め
た
家
で

し
た
。
日
下
村
は
慶
安
年
間
頃
（
一
六
四
八
年
～
一
六
五
二
年
）
に
お
い
て
は
、
約
千
石
を
有

す
る
村
で
（
善
根
寺
村
と
分
か
れ
て
か
ら
は
七
百
石
）
、
河
澄
家
は
村
内
で
約
五
〇
石
以
上
を

所
有
し
た
三
つ
の
家
の
う
ち
の
一
つ
で
し
た
。

　

現
在
、
河
澄
家
所
蔵
の
民
具
は
、
衣
食
住
の
道
具
を
は
じ
め
、
茶
道
や
茶
器
と
い
っ
た
趣
味

の
道
具
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が
残
っ
て
い
ま
す
。

昔
の
ア
イ
ロ
ン
に

　

触
れ
て
み
よ
う
！

　

当
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
主
屋
に
て
河
澄
家
を
紹
介
し
た
紙
芝
居
、
蔵

に
て
展
示
「
昔
の
道
具
展
」
の
案
内
、
そ
し
て
土
間
な
ど
で
石
臼
挽

き
、
綿
繰
り
、
火
打
ち
石
、
ワ
ラ
打
ち
な
ど
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
は
、
普
段
触
っ
た
り
使
っ
た
り
し
な
い
道
具
を
身

近
に
感
じ
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
の
声
や
、
昔
の
道
具
を
実
際
に

使
っ
て
み
て
、
昔
の
人
の
大
変
さ
に
気
付
き
、
知
恵
に
も
感
心
し
ま

し
た
と
の
声
を
い
た
だ
き
し
ま
し
た
。
実
際
に
昔
の
道
具
に
触
れ
て

み
て
、
何
か
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

昔
の
道
具
体
験
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
〇
二
〇
年
六
月
七
日
開
催
）

　

庄
屋
は
、
年
貢
を
納
入
す
る
な
ど
領
主

と
の
や
り
と
り
を
行
う
一
方
で
、
村
内
の

人
々
に
対
し
て
の
仕
事
も
数
多
く
こ
な
し

て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
喧
嘩
の
調
停
や

不
法
者
の
取
り
締
ま
り
、
犯
罪
へ
の
対
処

な
ど
と
い
っ
た
村
の
平
和
維
持
に
努
め
、

村
人
の
健
康
管
理
（
熱
病
対
策
、
薬
の
調

合
）
を
行
い
、
災
害
時
な
ど
の
道
や
橋
、

堤
防
の
普
請
、
人
別
帳
の
作
成
な
ど
を
こ

な
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
常
の
仕
事
と
し

て
米
、
綿
な
ど
の
農
作
業
に
も
励
ん
で
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
河
澄
家
所
蔵
の
民

具
を
通
し
て
、
農
村
の
暮
ら
し
と
、
庄
屋

の
仕
事
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
を
紹
介
し
ま

し
た
。

展示の様子（農村の暮らし）

展示の様子（庄屋の仕事と暮らし）

　

今
回
の
展
示
で
は
、
昔
の
道
具
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

提
灯
の
明
か
り
を

　
　
　

見
て
み
よ
う
！

砧
を
使
っ
て

　

ワ
ラ
打
ち
を

　
　

し
て
み
よ
う
！

　

砧
で
打
つ
こ
と
で
ワ

ラ
は
柔
ら
か
く
な
る
た

め
、
ぞ
う
り
を
作
る
と

き
も
ま
ず
ワ
ラ
打
ち
か

ら
始
め
ま
す
。
ま
た
、

砧
は
糸
や
布
を
柔
ら
か

く
し
た
り
、
ツ
ヤ
を
出

し
た
り
す
る
た
め
に
も

使
い
ま
す
。

　

現
在
の
ア
イ
ロ
ン
に

当
た
る
も
の
と
し
て
、

江
戸
時
代
は
火
熨
斗
、

明
治
時
代
か
ら
は
炭
火

ア
イ
ロ
ン
が
使
わ
れ
始

め
ま
し
た
。
火
熨
斗
は

鉢
の
部
分
に
炭
を
入
れ
、

熱
く
し
て
か
ら
シ
ワ
を

伸
ば
し
ま
し
た
。
炭
火

ア
イ
ロ
ン
は
胴
の
部
分

に
炭
を
入
れ
円
筒
形
の

つ
つ
か
ら
煙
を
出
す
し

く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
し
た
提
灯
は
、
弓

張
り
提
灯
と
い
う
も
の
で
、

竹
の
弓
で
上
下
を
引
っ
張

り
、
手
持
ち
や
地
面
に
置

い
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

使
用
し
な
い
時
は
、
た
た

ん
で
収
納
箱
に
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

提
灯
の
明
か
り
は
、
蛍

光
灯
な
ど
現
在
使
用
さ
れ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
明
か

り
に
比
べ
て
明
る
く
は
な

く
、
足
元
を
照
ら
す
程
度

で
し
た
。

　

展
示
「
昔
の
道
具
展
」
の
会
場
と
し
た
蔵
（
左
の

写
真
）
は
、
旧
河
澄
家
敷
地
北
側
に
位
置
し
、
縦
約

五
メ
ー
ト
ル
、
横
約
十
一
メ
ー
ト
ル
、
切
妻
屋
根
に

平
入
り
の
二
階
建
て
の
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内

外
の
壁
に
は
白
漆
喰
が
塗
ら
れ
、
窓
は
全
部
で
六
つ

（
一
階
に
三
つ
、
二
階
に
三
つ
）
あ
り
、
外
か
ら
の

光
を
最
小
限
に
抑
え
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
頃
、
河
澄
家
に
は
七
棟
の
蔵
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
現
存
す
る
民
具
の
他
に
も
数
多
く

の
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
展
示

会
場
と
し
た
蔵
と
、
そ
の
西
隣
に
あ
る
蔵
と
の
二
棟

の
み
を
残
し
、
所
蔵
民
具
は
約
一
二
〇
〇
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
存
す
る
民
具
は
、
河
澄
家
や
こ
の
地

域
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

河
澄
家
の
蔵
と
民
具

き
ぬ
た

45

村
人
の
日
常

　

江
戸
時
代
、
村
人
た
ち
は
日
常
の
生
活
と
し
て
米
や
綿
、
菜
種
や
麦
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

菜
種
は
主
に
肥
料
代
を
調
達
す
る
た
め
に
育
て
、
麦
は
村
人
の
食
料
と
し
て
重
要
で
し
た
。
そ
の

他
に
も
そ
ば
や
粟
、
菜
大
根
、
そ
ら
ま
め
、
大
豆
、
い
も
な
ど
も
自
給
の
た
め
に
栽
培
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
特
に
重
要
に
し
て
い
た
の
が
綿
で
し
た
。
耕
作
地
に
お
い
て
一
部
の
土
を
掻
き

揚
げ
え
て
嶋
畑
を
作
り
、
低
い
部
分
に
は
稲
を
、
高
い
部
分
に
は
綿
を
植
え
る
「
半
田
」
と
よ
ば

れ
る
土
地
を
作
り
、
水
田
化
さ
れ
た
土
地
で
も
育
て
ら
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
綿
を
育
て
て
い
ま

し
た
。
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催
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仕
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庄
屋
、
河
澄
家

体
験
コ
ー
ナ
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河
澄
家
は
江
戸
時
代
、
日
下
村
（
現
在
の
東
大
阪
市
日
下
町
）
の
庄
屋
を
代
々
務
め
た
家
で

し
た
。
日
下
村
は
慶
安
年
間
頃
（
一
六
四
八
年
～
一
六
五
二
年
）
に
お
い
て
は
、
約
千
石
を
有

す
る
村
で
（
善
根
寺
村
と
分
か
れ
て
か
ら
は
七
百
石
）
、
河
澄
家
は
村
内
で
約
五
〇
石
以
上
を

所
有
し
た
三
つ
の
家
の
う
ち
の
一
つ
で
し
た
。

　

現
在
、
河
澄
家
所
蔵
の
民
具
は
、
衣
食
住
の
道
具
を
は
じ
め
、
茶
道
や
茶
器
と
い
っ
た
趣
味

の
道
具
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が
残
っ
て
い
ま
す
。

昔
の
ア
イ
ロ
ン
に

　

触
れ
て
み
よ
う
！

　

当
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
主
屋
に
て
河
澄
家
を
紹
介
し
た
紙
芝
居
、
蔵

に
て
展
示
「
昔
の
道
具
展
」
の
案
内
、
そ
し
て
土
間
な
ど
で
石
臼
挽

き
、
綿
繰
り
、
火
打
ち
石
、
ワ
ラ
打
ち
な
ど
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
は
、
普
段
触
っ
た
り
使
っ
た
り
し
な
い
道
具
を
身

近
に
感
じ
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
の
声
や
、
昔
の
道
具
を
実
際
に

使
っ
て
み
て
、
昔
の
人
の
大
変
さ
に
気
付
き
、
知
恵
に
も
感
心
し
ま

し
た
と
の
声
を
い
た
だ
き
し
ま
し
た
。
実
際
に
昔
の
道
具
に
触
れ
て

み
て
、
何
か
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

昔
の
道
具
体
験
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
〇
二
〇
年
六
月
七
日
開
催
）

　

庄
屋
は
、
年
貢
を
納
入
す
る
な
ど
領
主

と
の
や
り
と
り
を
行
う
一
方
で
、
村
内
の

人
々
に
対
し
て
の
仕
事
も
数
多
く
こ
な
し

て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
喧
嘩
の
調
停
や

不
法
者
の
取
り
締
ま
り
、
犯
罪
へ
の
対
処

な
ど
と
い
っ
た
村
の
平
和
維
持
に
努
め
、

村
人
の
健
康
管
理
（
熱
病
対
策
、
薬
の
調

合
）
を
行
い
、
災
害
時
な
ど
の
道
や
橋
、

堤
防
の
普
請
、
人
別
帳
の
作
成
な
ど
を
こ

な
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
常
の
仕
事
と
し

て
米
、
綿
な
ど
の
農
作
業
に
も
励
ん
で
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
河
澄
家
所
蔵
の
民

具
を
通
し
て
、
農
村
の
暮
ら
し
と
、
庄
屋

の
仕
事
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
を
紹
介
し
ま

し
た
。

展示の様子（農村の暮らし）

展示の様子（庄屋の仕事と暮らし）

　

今
回
の
展
示
で
は
、
昔
の
道
具
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

提
灯
の
明
か
り
を

　
　
　

見
て
み
よ
う
！

砧
を
使
っ
て

　

ワ
ラ
打
ち
を

　
　

し
て
み
よ
う
！

　

砧
で
打
つ
こ
と
で
ワ

ラ
は
柔
ら
か
く
な
る
た

め
、
ぞ
う
り
を
作
る
と

き
も
ま
ず
ワ
ラ
打
ち
か

ら
始
め
ま
す
。
ま
た
、

砧
は
糸
や
布
を
柔
ら
か

く
し
た
り
、
ツ
ヤ
を
出

し
た
り
す
る
た
め
に
も

使
い
ま
す
。

　

現
在
の
ア
イ
ロ
ン
に

当
た
る
も
の
と
し
て
、

江
戸
時
代
は
火
熨
斗
、

明
治
時
代
か
ら
は
炭
火

ア
イ
ロ
ン
が
使
わ
れ
始

め
ま
し
た
。
火
熨
斗
は

鉢
の
部
分
に
炭
を
入
れ
、

熱
く
し
て
か
ら
シ
ワ
を

伸
ば
し
ま
し
た
。
炭
火

ア
イ
ロ
ン
は
胴
の
部
分

に
炭
を
入
れ
円
筒
形
の

つ
つ
か
ら
煙
を
出
す
し

く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
し
た
提
灯
は
、
弓

張
り
提
灯
と
い
う
も
の
で
、

竹
の
弓
で
上
下
を
引
っ
張

り
、
手
持
ち
や
地
面
に
置

い
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

使
用
し
な
い
時
は
、
た
た

ん
で
収
納
箱
に
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

提
灯
の
明
か
り
は
、
蛍

光
灯
な
ど
現
在
使
用
さ
れ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
明
か

り
に
比
べ
て
明
る
く
は
な

く
、
足
元
を
照
ら
す
程
度

で
し
た
。

　

展
示
「
昔
の
道
具
展
」
の
会
場
と
し
た
蔵
（
左
の

写
真
）
は
、
旧
河
澄
家
敷
地
北
側
に
位
置
し
、
縦
約

五
メ
ー
ト
ル
、
横
約
十
一
メ
ー
ト
ル
、
切
妻
屋
根
に

平
入
り
の
二
階
建
て
の
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内

外
の
壁
に
は
白
漆
喰
が
塗
ら
れ
、
窓
は
全
部
で
六
つ

（
一
階
に
三
つ
、
二
階
に
三
つ
）
あ
り
、
外
か
ら
の

光
を
最
小
限
に
抑
え
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
頃
、
河
澄
家
に
は
七
棟
の
蔵
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
現
存
す
る
民
具
の
他
に
も
数
多
く

の
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
展
示

会
場
と
し
た
蔵
と
、
そ
の
西
隣
に
あ
る
蔵
と
の
二
棟

の
み
を
残
し
、
所
蔵
民
具
は
約
一
二
〇
〇
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
存
す
る
民
具
は
、
河
澄
家
や
こ
の
地

域
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

河
澄
家
の
蔵
と
民
具

き
ぬ
た

45

村
人
の
日
常

　

江
戸
時
代
、
村
人
た
ち
は
日
常
の
生
活
と
し
て
米
や
綿
、
菜
種
や
麦
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

菜
種
は
主
に
肥
料
代
を
調
達
す
る
た
め
に
育
て
、
麦
は
村
人
の
食
料
と
し
て
重
要
で
し
た
。
そ
の

他
に
も
そ
ば
や
粟
、
菜
大
根
、
そ
ら
ま
め
、
大
豆
、
い
も
な
ど
も
自
給
の
た
め
に
栽
培
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
特
に
重
要
に
し
て
い
た
の
が
綿
で
し
た
。
耕
作
地
に
お
い
て
一
部
の
土
を
掻
き

揚
げ
え
て
嶋
畑
を
作
り
、
低
い
部
分
に
は
稲
を
、
高
い
部
分
に
は
綿
を
植
え
る
「
半
田
」
と
よ
ば

れ
る
土
地
を
作
り
、
水
田
化
さ
れ
た
土
地
で
も
育
て
ら
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
綿
を
育
て
て
い
ま

し
た
。
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日
下
町
一
丁
目
に
は
丹
波
神
社
（
た
ん
ば
じ
ん
じ
ゃ
）
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
神
社
に
は
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
年
）
大
阪
西
町
奉

行
に
任
じ
ら
れ
、
河
内
国
に
三
千
石
を
知
行
し
て
日
下
村
領
主
と
な
っ
た
曽

我
丹
波
守
古
祐
（
そ
が
た
ん
ば
の
か
み
ひ
さ
す
け
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

丹
波
守
は
数
々
の
善
政
を
敷
き
、
《
丹
波
さ
ん
》
と
呼
ば
れ
今
も
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
生
駒
山
西
麓
に
位
置
す
る
当
時
の
日
下
村
は
谷
川
の
乏
し
い
水

に
依
存
し
て
い
る
た
め
に
、
旱
魃
（
か
ん
ば
つ
）
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

　

日
下
村
の
領
主
と
な
っ
た
丹
波
守
は
、
日
下
村
の
主
要
な
用
水
溜
池
の
一
つ

で
あ
っ
た
御
所
ヶ
池
（
ご
し
ょ
が
い
け
）
の
拡
張
、
改
修
工
事
を
領
主
が
費
用

を
負
担
す
る
御
入
用
普
請
（
ご
い
り
よ
う
ふ
し
ん
）
に
よ
っ
て
慶
安
三
年
（
一

六
五
〇
年
）
に
実
施
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

丹
波
守
は
御
所
ヶ
池
だ
け
で
な
く
日
下
村
の
他
の
主
要
な
用
水
溜
池
で
あ
っ
た

新
池
の
囲
堤
七
十
八
間
の
普
請
も
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
年
）
に
行
っ
た
と
の

記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
丹
波
守
は
風
流
を
愛
す
る
人
で
庭
づ
く
り
の
才

能
が
あ
り
、
日
下
村
庄
屋
で
あ
っ
た
河
澄
家
の
奥
座
敷
で
あ
る
棲
鶴
楼
（
せ
い

か
く
ろ
う
）
庭
園
や
、
共
に
相
庄
屋
を
務
め
た
森
家
庭
園
の
鳴
鶴
園
（
め
い
か

く
え
ん
）
を
つ
く
ら
せ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
丹
波
守
は
万
治
元
年

（
一
六
五
八
年
）
に
西
町
奉
行
の
職
を
辞
し
て
間
も
な
く
日
下
村
に
て
没
し
た

と
伝
え
ら
れ
、
年
貢
徴
収
の
み
の
領
主
と
は
異
な
り
、
自
ら
知
行
地
と
深
く
交

わ
っ
て
直
接
統
治
を
行
っ
た
良
き
領
主
と
し
て
、
日
下
村
の
農
民
か
ら
神
と
し

て
崇
め
ら
れ
、
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

丹
波
守
の
善
政
に
感
謝
し
た
日
下
村
農
民
は
御
所
ヶ
池
の
堤
に
墓
を
立
て
、

後
に
日
下
村
庄
屋
の
河
澄
家
、
森
家
両
家
に
よ
っ
て
移
し
替
え
ら
れ
、
墓
石
を

祠
の
中
に
祀
っ
て
丹
波
神
社
と
し
て
今
も
存
続
し
て
い
ま
す
。

　

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
年
）
に
目
の
療
養
の
た
め
に
日
下
村
に
隠
棲
し
た
『

雨
月
物
語
』
の
著
者
上
田
秋
成
は
、
日
下
村
を
訪
れ
た
際
に
文
人
た
ち
と
交
流

し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
視
力
が
弱
く
な
っ
た
自
ら
の
書
を
余

斎
盲
書
と
書
き
残
し
て
彼
は
、
棲
鶴
楼
を
題
材
に
し
た
次
の
歌
を
詠
ん
で
い
ま

す
。

　

《
老
松
棲
白
鶴
翩
不
避
茶
畑
》

　
　

こ
ゝ
の
つ
の 

沢
に
鳴
き
た
る 

蘆(

あ
し)

た
づ
を

　
　

す
め
と
て
宿
に 

松
は
栽
け
む

　
　

う
ゑ
し
は
い
に
し
へ 

曽
丹
君
の
風
流
也　
　
　
　
　

余
斎
盲
書

こ
の
歌
か
ら
、
棲
鶴
楼
の
庭
園
に
は
当
時
松
が
植
え
ら
れ
、
そ
の
松
は
棲
鶴
楼

を
作
ら
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
曾
我
丹
羽
守
古
祐
（
曽
丹
君
）
が
植
え
た
と

の
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
河
澄
邸
屋
敷
絵
図
に
は
、
現
存
し
な
い
松
の

木
２
本
が
棲
鶴
楼
西
側
に
描
か
れ
て
お
り
、
上
田
秋
成
が
曾
我
丹
羽
守
古
祐
の

風
流
也
と
愛
で
た
棲
鶴
楼
庭
園
の
情
景
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

　

ま
た
上
田
秋
成
は
彼
の
随
筆
『
山
霧
記
』
に
、
「
此
岡
の
べ
に
御
所
ヶ
池
と

て
心
広
く
掘
り
た
る
が
有
る
を
、
夏
は
必
ず
田
に
そ
ゝ
ぐ
が
、
こ
の
垣
も
と
を

過
ぎ
て
、
を
ち
こ
ち
に
み
く
ま
り
す
也
と
、
此
池
は
い
に
し
え
慶
安
の
比
、
大

坂
の
在
藩
曽
我
丹
波
守
ど
の
と
申
せ
し
が
掘
ら
せ
て
、
森
の
家
に
領
せ
さ
せ
し

由
也
、
千
町
の
田
は
た
是
に
養
は
れ
て
、
百
五
十
余
年
こ
な
た
の
国
津
宝
と
な

ん
成
り
ぬ
る
事
の
か
た
じ
け
な
さ
よ
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
御
所
ヶ
池

は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
丹
波
守
に
よ
っ
て
拡
張
・
改
修
さ
れ
た
こ
の

池
は
、
以
降
三
百
五
十
年
年
以
上
の
間
、
夏
に
な
る
と
日
下
村
の
多
く
の
田
畑

を
潤
し
て
き
た
地
域
の
宝
で
あ
る
と
し
て
、
上
田
秋
成
は
丹
波
守
の
功
績
を
称

え
て
い
ま
す
。
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日
下
町
一
丁
目
に
は
丹
波
神
社
（
た
ん
ば
じ
ん
じ
ゃ
）
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
神
社
に
は
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
年
）
大
阪
西
町
奉

行
に
任
じ
ら
れ
、
河
内
国
に
三
千
石
を
知
行
し
て
日
下
村
領
主
と
な
っ
た
曽

我
丹
波
守
古
祐
（
そ
が
た
ん
ば
の
か
み
ひ
さ
す
け
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

丹
波
守
は
数
々
の
善
政
を
敷
き
、
《
丹
波
さ
ん
》
と
呼
ば
れ
今
も
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
生
駒
山
西
麓
に
位
置
す
る
当
時
の
日
下
村
は
谷
川
の
乏
し
い
水

に
依
存
し
て
い
る
た
め
に
、
旱
魃
（
か
ん
ば
つ
）
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

　

日
下
村
の
領
主
と
な
っ
た
丹
波
守
は
、
日
下
村
の
主
要
な
用
水
溜
池
の
一
つ

で
あ
っ
た
御
所
ヶ
池
（
ご
し
ょ
が
い
け
）
の
拡
張
、
改
修
工
事
を
領
主
が
費
用

を
負
担
す
る
御
入
用
普
請
（
ご
い
り
よ
う
ふ
し
ん
）
に
よ
っ
て
慶
安
三
年
（
一

六
五
〇
年
）
に
実
施
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

丹
波
守
は
御
所
ヶ
池
だ
け
で
な
く
日
下
村
の
他
の
主
要
な
用
水
溜
池
で
あ
っ
た

新
池
の
囲
堤
七
十
八
間
の
普
請
も
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
年
）
に
行
っ
た
と
の

記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
丹
波
守
は
風
流
を
愛
す
る
人
で
庭
づ
く
り
の
才

能
が
あ
り
、
日
下
村
庄
屋
で
あ
っ
た
河
澄
家
の
奥
座
敷
で
あ
る
棲
鶴
楼
（
せ
い

か
く
ろ
う
）
庭
園
や
、
共
に
相
庄
屋
を
務
め
た
森
家
庭
園
の
鳴
鶴
園
（
め
い
か

く
え
ん
）
を
つ
く
ら
せ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
丹
波
守
は
万
治
元
年

（
一
六
五
八
年
）
に
西
町
奉
行
の
職
を
辞
し
て
間
も
な
く
日
下
村
に
て
没
し
た

と
伝
え
ら
れ
、
年
貢
徴
収
の
み
の
領
主
と
は
異
な
り
、
自
ら
知
行
地
と
深
く
交

わ
っ
て
直
接
統
治
を
行
っ
た
良
き
領
主
と
し
て
、
日
下
村
の
農
民
か
ら
神
と
し

て
崇
め
ら
れ
、
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

丹
波
守
の
善
政
に
感
謝
し
た
日
下
村
農
民
は
御
所
ヶ
池
の
堤
に
墓
を
立
て
、

後
に
日
下
村
庄
屋
の
河
澄
家
、
森
家
両
家
に
よ
っ
て
移
し
替
え
ら
れ
、
墓
石
を

祠
の
中
に
祀
っ
て
丹
波
神
社
と
し
て
今
も
存
続
し
て
い
ま
す
。

　

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
年
）
に
目
の
療
養
の
た
め
に
日
下
村
に
隠
棲
し
た
『

雨
月
物
語
』
の
著
者
上
田
秋
成
は
、
日
下
村
を
訪
れ
た
際
に
文
人
た
ち
と
交
流

し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
視
力
が
弱
く
な
っ
た
自
ら
の
書
を
余

斎
盲
書
と
書
き
残
し
て
彼
は
、
棲
鶴
楼
を
題
材
に
し
た
次
の
歌
を
詠
ん
で
い
ま

す
。

　

《
老
松
棲
白
鶴
翩
不
避
茶
畑
》

　
　

こ
ゝ
の
つ
の 

沢
に
鳴
き
た
る 

蘆(

あ
し)

た
づ
を

　
　

す
め
と
て
宿
に 

松
は
栽
け
む

　
　

う
ゑ
し
は
い
に
し
へ 

曽
丹
君
の
風
流
也　
　
　
　
　

余
斎
盲
書

こ
の
歌
か
ら
、
棲
鶴
楼
の
庭
園
に
は
当
時
松
が
植
え
ら
れ
、
そ
の
松
は
棲
鶴
楼

を
作
ら
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
曾
我
丹
羽
守
古
祐
（
曽
丹
君
）
が
植
え
た
と

の
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
河
澄
邸
屋
敷
絵
図
に
は
、
現
存
し
な
い
松
の

木
２
本
が
棲
鶴
楼
西
側
に
描
か
れ
て
お
り
、
上
田
秋
成
が
曾
我
丹
羽
守
古
祐
の

風
流
也
と
愛
で
た
棲
鶴
楼
庭
園
の
情
景
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

　

ま
た
上
田
秋
成
は
彼
の
随
筆
『
山
霧
記
』
に
、
「
此
岡
の
べ
に
御
所
ヶ
池
と

て
心
広
く
掘
り
た
る
が
有
る
を
、
夏
は
必
ず
田
に
そ
ゝ
ぐ
が
、
こ
の
垣
も
と
を

過
ぎ
て
、
を
ち
こ
ち
に
み
く
ま
り
す
也
と
、
此
池
は
い
に
し
え
慶
安
の
比
、
大

坂
の
在
藩
曽
我
丹
波
守
ど
の
と
申
せ
し
が
掘
ら
せ
て
、
森
の
家
に
領
せ
さ
せ
し

由
也
、
千
町
の
田
は
た
是
に
養
は
れ
て
、
百
五
十
余
年
こ
な
た
の
国
津
宝
と
な

ん
成
り
ぬ
る
事
の
か
た
じ
け
な
さ
よ
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
御
所
ヶ
池

は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
丹
波
守
に
よ
っ
て
拡
張
・
改
修
さ
れ
た
こ
の

池
は
、
以
降
三
百
五
十
年
年
以
上
の
間
、
夏
に
な
る
と
日
下
村
の
多
く
の
田
畑

を
潤
し
て
き
た
地
域
の
宝
で
あ
る
と
し
て
、
上
田
秋
成
は
丹
波
守
の
功
績
を
称

え
て
い
ま
す
。
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東
大
阪
の
モ
ノ
づ
く
り
展
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、

工
場
を
記
録
す
る
会
の
岡
本
好
行
氏
と
高
井
田
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
川
勝
親
氏
と
に
よ
る
東
大
阪

の
モ
ノ
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。岡
本
氏

か
ら
は
東
大
阪
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
る
外
国
人

労
働
者
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

い
た
後
、川
勝
親
氏
か
ら
は
東
大
阪
の
工
場
の
姿
を

写
真
に
撮
り
続
け
モ
ノ
づ
く
り
の
大
切
さ
や
技
術

を
残
す
活
動
を
具
体
例
を
交
え
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。東
大
阪
の
モ
ノ
づ
く
り
の
大
切
さ
と
面
白

さ
に
参
加
者
が
直
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
つ
飛
鳥
博
物
館
の
指
導
協
力
に
よ
り
、古
代
体

験
会　

は
に
わ
を
つ
く
ろ
う
！　

を
開
催
し
ま
し

た
。ま
ず
は
古
墳
時
代
と
埴
輪
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
説
明
を
受
け
た
後
、粘
土
で
自
分
の
好
き

な
は
に
わ
を
作
り
、ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た

各
人
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。作
っ
た
は
に
わ
作

品
は
近
つ
飛
鳥
博
物
館
で
焼
い
て
も
ら
い
約
１
カ

月
後
に
は
出
来
上
り
、参
加
者
は
焼
き
上
が
っ
た
作

品
を
見
て
楽
し
そ
う
に
手
に
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
八
月
二
十
三
日
、「
夏
を
楽
し
も
う
！

竹
の
水
鉄
砲
づ
く
り
」イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
新

し
い
手
法
と
し
て
水
鉄
砲
作
り
の
指
南
書
を
配
布

し
、製
作
し
て
頂
き
ま
し
た
。作
り
終
わ
っ
た
後
は

屋
外
に
設
置
し
た
的
に
向
か
っ
て
発
射
し
て
も
ら

い
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。私
た
ち
近
大
生
は
企

画
、指
南
書
の
作
成
を
行
い
、イ
ベ
ン
ト
実
施
へ
の

土
台
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
十
月
十
一
日
、「
旧
河
澄
家
の
秋
祭
り
」

イ
ベ
ン
ト
を
共
催
し
ま
し
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
近
い

と
い
う
こ
と
で
パ
ン
プ
キ
ン
マ
ン
の
仮
装
と
お
ば
け

作
り
を
実
施
し
ま
し
た
。夏
イ
ベ
ン
ト
に
続
き
指
南

書
を
見
な
が
ら
作
っ
て
頂
き
ま
し
た
。皆
様
工
夫
し
、

楽
し
み
な
が
ら
製
作
を
し
て
も
ら
い
い
ま
し
た
。

同
じ
材
料
で
も
一
人
一
人
違
う
も
の
が
出
来
上
が
っ

て
い
て
、個
性
溢
れ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
の
後
は
パ
ン
プ

キ
ン
マ
ン
の
仮
装
を
し
て
も

ら
い
、デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
っ

て
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と

り
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
頂
け

る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
落
語
家
の
笑
福
亭
純
瓶
氏
を

お
招
き
し
、牛
の
丸
薬（
が
ん
じ
）を
公
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
上
方
噺
研
究
家
の
孤
狸
窟
彦
兵
衛
氏

に
は
、笑
福
亭
純
瓶
氏
の
落
語
の
噺
に
登
場
す
る
江

戸
時
代
の
生
活
や
文
化
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
の
絵

や
写
真
を
用
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者

か
ら
は
、初
め
て
生
で
聴
い
た
落
語
で
、何
気
な
く

理
解
し
て
い
た
言
葉
の
解
説
が
あ
っ
て
分
か
り
や

す
く
楽
し
か
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

七
夕
に
因
ん
で
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
第
一
部
で

は
、う
ち
わ
に
七
夕
飾
り
を
貼
り
付
け
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
う
ち
わ
を
作
る
催
し
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
会

場
に
設
け
ら
れ
た
笹
に
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
事
を
書
い

た
短
冊
を
つ
る
し
て
笹
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。　　

　

そ
の
後
第
二
部
で
は
地
元
奈
良
を
拠
点
に
近
畿
圏

内
を
中
心
に
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る「
ま
ほ
ろ
ば

ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
」に
公
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者
に
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曲
や
懐
か
し
い
曲
の
鑑
賞
で
七
夕
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

  

七
夕
飾
り
作
り
＆
コ
ン
サ
ー
ト

    
　
　
　

 
 

二
〇
二
〇
年
七
月
五
日
開
催

  

  

落
語
で
た
ど
る
昔
の
暮
ら
し

　
　

七夕飾り作りまほろばclubコンサート

  

東
大
阪
の
モ
ノ
づ
く
り
講
演
会

    

　
　
　

 
 

二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
六
日
開
催

工場を記録する会 岡本好行氏

高井田まちづくり協議会 川勝親氏

  

お
り
が
み
講
習
会

 

　
　
　

 
 

二
〇
二
〇
年
八
月
三
十
日
開
催

  

おりがみ講習の様子おりがみ作品

　
　
　

 
 

二
〇
二
〇
年
九
月
十
三
日
開
催

　
　
　

 
 

二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
一
日
開
催

  

古
代
体
験
会

　
　

は
に
わ
を
つ
く
ろ
う
！

はにわづくりの様子はにわ作品

笑福亭純瓶氏の落語公演狐狸窟彦兵衛氏の解説

　

地
域
の
折
紙
創
作
家
坂
上
慧
ミ
子
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
、お
り
が
み
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
講
師
か
ら
の
折
り
方
の
指
導
の
後
、

参
加
者
は
用
意
さ
れ
た
折
り
紙
で
蓮
の
花
や
葉
を

折
っ
て
台
紙
に
貼
付
け
ま
し
た
。最
後
に
講
師
に
手

書
き
の
言
葉
を
入
れ
て
も
ら
い
作
品
に
仕
上
げ
ま

し
た
。参
加
者
か
ら
は
、素
敵
な
作
品
に
仕
上
が
っ

て
と
て
も
嬉
し
い
、と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
、折
る
・

た
た
む
・
つ
ぶ
す
等
の
様
々
な
技
法
で
仕
上
げ
た
、

お
り
が
み
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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」

イ
ベ
ン
ト
を
共
催
し
ま
し
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
近
い

と
い
う
こ
と
で
パ
ン
プ
キ
ン
マ
ン
の
仮
装
と
お
ば
け

作
り
を
実
施
し
ま
し
た
。夏
イ
ベ
ン
ト
に
続
き
指
南

書
を
見
な
が
ら
作
っ
て
頂
き
ま
し
た
。皆
様
工
夫
し
、

楽
し
み
な
が
ら
製
作
を
し
て
も
ら
い
い
ま
し
た
。

同
じ
材
料
で
も
一
人
一
人
違
う
も
の
が
出
来
上
が
っ

て
い
て
、個
性
溢
れ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
の
後
は
パ
ン
プ

キ
ン
マ
ン
の
仮
装
を
し
て
も

ら
い
、デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
っ

て
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と

り
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
頂
け

る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
落
語
家
の
笑
福
亭
純
瓶
氏
を

お
招
き
し
、牛
の
丸
薬（
が
ん
じ
）を
公
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
上
方
噺
研
究
家
の
孤
狸
窟
彦
兵
衛
氏

に
は
、笑
福
亭
純
瓶
氏
の
落
語
の
噺
に
登
場
す
る
江

戸
時
代
の
生
活
や
文
化
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
の
絵

や
写
真
を
用
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者

か
ら
は
、初
め
て
生
で
聴
い
た
落
語
で
、何
気
な
く

理
解
し
て
い
た
言
葉
の
解
説
が
あ
っ
て
分
か
り
や

す
く
楽
し
か
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

七
夕
に
因
ん
で
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
第
一
部
で

は
、う
ち
わ
に
七
夕
飾
り
を
貼
り
付
け
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
う
ち
わ
を
作
る
催
し
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
会

場
に
設
け
ら
れ
た
笹
に
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
事
を
書
い

た
短
冊
を
つ
る
し
て
笹
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。　　

　

そ
の
後
第
二
部
で
は
地
元
奈
良
を
拠
点
に
近
畿
圏

内
を
中
心
に
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る「
ま
ほ
ろ
ば

ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
」に
公
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者
に
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曲
や
懐
か
し
い
曲
の
鑑
賞
で
七
夕
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

  

七
夕
飾
り
作
り
＆
コ
ン
サ
ー
ト

    

　
　
　

 
 

二
〇
二
〇
年
七
月
五
日
開
催

  

  

落
語
で
た
ど
る
昔
の
暮
ら
し

　
　

七夕飾り作りまほろばclubコンサート

  

東
大
阪
の
モ
ノ
づ
く
り
講
演
会

    

　
　
　

 
 

二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
六
日
開
催

工場を記録する会 岡本好行氏

高井田まちづくり協議会 川勝親氏

  

お
り
が
み
講
習
会

 

　
　
　

 
 

二
〇
二
〇
年
八
月
三
十
日
開
催

  

おりがみ講習の様子おりがみ作品

　
　
　

 
 

二
〇
二
〇
年
九
月
十
三
日
開
催

　
　
　

 
 

二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
一
日
開
催

  

古
代
体
験
会

　
　

は
に
わ
を
つ
く
ろ
う
！

はにわづくりの様子はにわ作品

笑福亭純瓶氏の落語公演狐狸窟彦兵衛氏の解説

　

地
域
の
折
紙
創
作
家
坂
上
慧
ミ
子
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
、お
り
が
み
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
講
師
か
ら
の
折
り
方
の
指
導
の
後
、

参
加
者
は
用
意
さ
れ
た
折
り
紙
で
蓮
の
花
や
葉
を

折
っ
て
台
紙
に
貼
付
け
ま
し
た
。最
後
に
講
師
に
手

書
き
の
言
葉
を
入
れ
て
も
ら
い
作
品
に
仕
上
げ
ま

し
た
。参
加
者
か
ら
は
、素
敵
な
作
品
に
仕
上
が
っ

て
と
て
も
嬉
し
い
、と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
、折
る
・

た
た
む
・
つ
ぶ
す
等
の
様
々
な
技
法
で
仕
上
げ
た
、

お
り
が
み
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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pick up! pick up!

祭礼展展示正面

祭
礼
展

二
〇
二
〇
年

   

一
〇
月
三
日

　

     

～
十
一
月
三
日
開
催

今
回
の
「
祭
礼
展
」
で
は
大
宮
顕
秀
氏
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
布
団
太
鼓
及
び
、

だ
ん
じ
り
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
大
小
合
わ
せ
て

二
十
台
を
展
示
し
た
の
に
加
え
て
、
日
下
自

治
会
・
日
下
太
鼓
台
新
調
委
員
会
の
ご
協
力

に
よ
り
、
先
代
日
下
布
団
太
鼓
に
使
わ
れ
て

い
た
ふ
と
ん
締
め
刺
繍
と
土
呂
幕
彫
刻
の
実

物
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で

各
地
の
お
祭
り
の
多
く
が
中
止
さ
れ
る
状
況

の
中
で
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
布
団
太
鼓
の
展
示
や

昨
年
の
石
切
神
社
例
祭
の
映
像
を
見
な
が
ら

お
祭
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

展
示
と
な
り
ま
し
た
。

源
平
一
の
谷
の
合
戦

祭礼展展示全景先代日下布団太鼓刺繍と彫刻 石切神社例祭説明パネル

　
先
代
日
下
布
団
太
鼓
刺
繍
と
土
呂
幕
彫
刻

 

日
下
布
団
太
鼓
が
新
調
さ
れ
る
ま
で
の
昨
年

ま
で
先
代
日
下
布
団
太
鼓
に
使
わ
れ
て
い
た

ふ
と
ん
締
め
刺
繍
の
内
、
山
崎
の
戦
い
の
豊

臣
秀
吉
と
明
智
光
秀
、
源
平
の
戦
い
の
源
頼

朝
と
平
清
盛
の
刺
繍
計
四
点
を
壁
面
展
示
し

た
他
、
源
平
の
合
戦
を
テ
ー
マ
に
し
た
土
呂

幕
の
彫
刻
四
点
（
源
平
宇
治
川
の
合
戦
と
源

平
一
の
谷
の
合
戦
）
を
日
下
自
治
会
・
日
下

太
鼓
台
新
調
委
員
会
の
ご
協
力
に
よ
り
展
示

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
刺
繍
と
彫
刻

　

宮
顕
秀
氏
所
蔵
の
日
下
布
団
太
鼓
ふ
と
ん

太
鼓
の
ふ
と
ん
締
め
刺
繍
と
土
呂
幕
の
彫
刻

ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
を
展
示
し
ま
し
た
。

源
平
の
合
戦

山
崎
の
合
戦

源 頼朝

明智 光秀 豊臣 秀吉

源
平
宇
治
川
の
合
戦

ふとん締め刺繍

土呂幕の彫刻

（向左）平 敦盛 （向右）梶原源太景季

（後面）佐々木高綱（正面）熊谷次郎直実

ふとん締め刺繍ﾐﾆﾁｭｱ版

土呂幕彫刻ﾐﾆﾁｭｱ版

平 清盛

宝箱、五條地区布団太鼓

喜里川、河内、額田地区布団太鼓

　
石
切
神
社
氏
子
地
区
布
団
太
鼓

　

石
切
神
社
の
氏
子
地
区
で
あ
る
日
下
、

芝
、
辻
子
、
植
附
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
布
団

太
鼓
四
台
を
比
較
し
て
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日下、辻子地区布団太鼓

芝、植附地区布団太鼓

大阪型だんじり展示

だんじり解説パネル展示

万
葉
の
花

　
　

　
枚
岡
神
社
氏
子
地
区
布
団
太
鼓

　

枚
岡
神
社
氏
子
地
区
で
あ
る
、
宝
箱
、

五
條
、
喜
里
川
、
河
内
、
額
田
の
布
団
太

鼓
五
台
が
陳
列
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
型
だ
ん
じ
り
の
展
示

　

大
阪
型
だ
ん
じ
り
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
三

台と
だ
ん
じ
り
に
関
す
る
解
説
パ
ネ
ル
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
枚
岡
神
社
氏
子
地
区
布
団
太
鼓

　

枚
岡
神
社
氏
子
地
区
で
あ
る
、
宝
箱
、

五
條
、
喜
里
川
、
河
内
、
額
田
の
布
団
太
鼓

五
台
が
陳
列
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
型
だ
ん
じ
り
の
展
示

　

大
阪
型
だ
ん
じ
り
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
三

台
と
だ
ん
じ
り
に
関
す
る
解
説
パ
ネ
ル
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

写
真
展

四
季
の
花
々
と
歌
に
親
し
む

二
〇
二
〇
年

   

六
月
二
〇
日

　

     

～
七
月
十
九
日
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
長
期
に
わ
た
る
臨
時
休
館
と
な
り
ま
し

た
が
、
感
染
予
防
対
策
を
行
い
、
五
月
二
十
三

日(

土)

よ
り
再
開
い
た
し
ま
し
た
。
再
開
後
、

企
画
展
示
「
万
葉
の
花
写
真
展
」
を
六
月
二
十

日
か
ら
七
月
十
九
日
ま
で
開
催
。

「
新
装
改
訂
版 

万
葉
の
花 

四
季
の
花
々
と
歌

に
親
し
む
」(

青
幻
舎)

の
著
者 

片
岡
寧
豊
氏

が
、
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
植
物
と
歌
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
。
解
説
入
り
パ
ネ
ル
は
、
片
岡
寧

豊
氏
撮
影
の
野
辺
の
花
や
景
色
の
写
真
と
解
説

文
。
同
時
に
「
奈
良
花
写
真
の
会
」
の
会
員
の

皆
様
が
長
年
撮
り
続
け
て
き
た
万
葉
集
に
歌
わ

れ
て
い
る
植
物
の
写
真
27
点
と
と
も
に
展
示
し

ま
し
た
。
「
万
葉
の
花
写
真
展
」
を
通
し
て
、

現
存
す
る
最
古
の
歌
集
で
あ
る
万
葉
集
に
詠
ま

れ
た
万
葉
び
と
の
美
し
い
心
と
、
植
物
に
触
れ

る
と
と
も
に
、
現
代
も
咲
く
、
四
季
折
々
の
野

辺
の
花
々
の
写
真
、
旧
河
澄
家
に
も
残
る
万
葉

の
花
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
を

き
っ
か
け
に
、
万
葉
集
に
触
れ
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

か
た  

お
か  

ね
い  

ほ
う

片
岡
寧
豊
氏

万
葉
の
花
研
究
家
、
万
葉
花
寧
豊
会
主
宰
。

華
道
家
、
国
内
外
の
花
博
や
イ
ベ
ン
ト
等

に
出
展
・
担
当
し
、
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

受
賞
多
数
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
・
講

演
・
エ
ッ
セ
イ
執
筆
等
幅
広
く
活
躍
。

『
新
装
版 

や
ま
と
花
万
葉
』
『
万
葉
の
花

を
い
け
る
』
『
新
装
改
訂
版 

万
葉
の
花
』

『
野
の
花
を
い
け
る
』
な
ど
著
書
多
数
。カ

ヤ
の
巨
樹

旧
河
澄
家
の
主
庭
の
東
隅
に
は
、
常
緑

針
葉
樹
の
大
木 

「
か
や
の
木
」
が
あ
り

ま
す
。
万
葉
の
花
の
講
座
を
も
つ
、
片
岡

寧
豊
氏
が
樹
齢
約
500
年
の
か
や
の
木
が
あ

る
旧
河
澄
家
を
訪
れ
た
ご
縁
で
、
今
回
の

展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
繋
が
り
ま
し

た
。
「
新
装
改
訂
版 

万
葉
の
花 

四
季
の

花
々
と
歌
に
親
し
む
」(

青
幻
舎)

に
も
、

万
葉
集
に
歌
わ
れ
て
い
る
花
の
ひ
と
つ
、

「
日
下
の
旧
河
澄
家
に
あ
る
カ
ヤ
の
巨
樹
」

と
し
て
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

万
葉
の
花
講
習
会

万
葉
の
花
写
真
展
の
期
間
中
、
六
月
二
十
八
日

に
万
葉
の
花
研
究
家
と
し
て
も
ご
活
躍
の
片
岡

寧
豊
氏
に
よ
る
万
葉
の
花
講
習
会
を
開
催
。

万
葉
び
と
が
花
に
託
し
た
想
い
に
触
れ
ま
し
た
。

万
葉
集
は
、
現
代
人
が
忙
し
さ
の
あ
ま
り
に
忘

れ
が
ち
な
自
然
へ
の
思
い
や
り
、
同
時
に
人
へ

の
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
、
ふ
と
思
い
起
こ
し

て
く
れ
る
歌
集
で
す
。
日
本
最
古
の
歌
集
で
、

そ
の
中
で
も
花
を
中
心
と
し
た
歌
は
、
千
五
百

余
首
も
あ
り
、
百
数
十
余
り
の
種
類
の
植
物
が

登
場
し
て
い
ま
す
。
旧
河
澄
家
の
庭
に
あ
る
万

葉
の
花
で
あ
る
、
カ
ヤ
の
葉
と
実
、
ア
ジ
サ
イ

の
花
と
葉
、
ナ
シ
の
実
を
観
察
し
、
身
近
に
あ

る
万
葉
の
花
の
魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。

万
葉
集
の
歌
に
詠
ま
れ
た
万
葉
び
と
の
美
し
い

心
と
植
物
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
旧
河
澄
家
に

も
残
る
万
葉
の
花
を
観
察
、
お
楽
し
み
い
た
だ

き
ま
し
た
。
万
葉
の
花
講
習
会
を
き
っ
か
け
に

万
葉
集
に
親
し
む
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

主屋にて万葉の花講習会

旧河澄家のある万葉の花の観察

生花大作

カヤの写真と解説パネル 万葉の花写真展 展示風景

万葉の花観察
説明をする片岡寧豊氏

源
平
一
の
谷
の
合
戦
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礼
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〇
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一
〇
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日

　

     

～
十
一
月
三
日
開
催

今
回
の
「
祭
礼
展
」
で
は
大
宮
顕
秀
氏
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
布
団
太
鼓
及
び
、

だ
ん
じ
り
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
大
小
合
わ
せ
て

二
十
台
を
展
示
し
た
の
に
加
え
て
、
日
下
自

治
会
・
日
下
太
鼓
台
新
調
委
員
会
の
ご
協
力

に
よ
り
、
先
代
日
下
布
団
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鼓
に
使
わ
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て
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た
ふ
と
ん
締
め
刺
繍
と
土
呂
幕
彫
刻
の
実

物
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で

各
地
の
お
祭
り
の
多
く
が
中
止
さ
れ
る
状
況

の
中
で
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
布
団
太
鼓
の
展
示
や

昨
年
の
石
切
神
社
例
祭
の
映
像
を
見
な
が
ら

お
祭
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

展
示
と
な
り
ま
し
た
。

源
平
一
の
谷
の
合
戦

祭礼展展示全景先代日下布団太鼓刺繍と彫刻 石切神社例祭説明パネル

　
先
代
日
下
布
団
太
鼓
刺
繍
と
土
呂
幕
彫
刻

 

日
下
布
団
太
鼓
が
新
調
さ
れ
る
ま
で
の
昨
年

ま
で
先
代
日
下
布
団
太
鼓
に
使
わ
れ
て
い
た

ふ
と
ん
締
め
刺
繍
の
内
、
山
崎
の
戦
い
の
豊

臣
秀
吉
と
明
智
光
秀
、
源
平
の
戦
い
の
源
頼

朝
と
平
清
盛
の
刺
繍
計
四
点
を
壁
面
展
示
し

た
他
、
源
平
の
合
戦
を
テ
ー
マ
に
し
た
土
呂

幕
の
彫
刻
四
点
（
源
平
宇
治
川
の
合
戦
と
源

平
一
の
谷
の
合
戦
）
を
日
下
自
治
会
・
日
下

太
鼓
台
新
調
委
員
会
の
ご
協
力
に
よ
り
展
示

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
刺
繍
と
彫
刻

　

宮
顕
秀
氏
所
蔵
の
日
下
布
団
太
鼓
ふ
と
ん

太
鼓
の
ふ
と
ん
締
め
刺
繍
と
土
呂
幕
の
彫
刻

ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
を
展
示
し
ま
し
た
。

源
平
の
合
戦

山
崎
の
合
戦

源 頼朝

明智 光秀 豊臣 秀吉

源
平
宇
治
川
の
合
戦

ふとん締め刺繍

土呂幕の彫刻

（向左）平 敦盛 （向右）梶原源太景季

（後面）佐々木高綱（正面）熊谷次郎直実

ふとん締め刺繍ﾐﾆﾁｭｱ版

土呂幕彫刻ﾐﾆﾁｭｱ版

平 清盛

宝箱、五條地区布団太鼓

喜里川、河内、額田地区布団太鼓

　
石
切
神
社
氏
子
地
区
布
団
太
鼓

　

石
切
神
社
の
氏
子
地
区
で
あ
る
日
下
、

芝
、
辻
子
、
植
附
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
布
団

太
鼓
四
台
を
比
較
し
て
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日下、辻子地区布団太鼓

芝、植附地区布団太鼓

大阪型だんじり展示

だんじり解説パネル展示

万
葉
の
花

　
　

　
枚
岡
神
社
氏
子
地
区
布
団
太
鼓

　

枚
岡
神
社
氏
子
地
区
で
あ
る
、
宝
箱
、

五
條
、
喜
里
川
、
河
内
、
額
田
の
布
団
太

鼓
五
台
が
陳
列
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
型
だ
ん
じ
り
の
展
示

　

大
阪
型
だ
ん
じ
り
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
三

台と
だ
ん
じ
り
に
関
す
る
解
説
パ
ネ
ル
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
枚
岡
神
社
氏
子
地
区
布
団
太
鼓

　

枚
岡
神
社
氏
子
地
区
で
あ
る
、
宝
箱
、

五
條
、
喜
里
川
、
河
内
、
額
田
の
布
団
太
鼓

五
台
が
陳
列
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
型
だ
ん
じ
り
の
展
示

　

大
阪
型
だ
ん
じ
り
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
三

台
と
だ
ん
じ
り
に
関
す
る
解
説
パ
ネ
ル
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

写
真
展

四
季
の
花
々
と
歌
に
親
し
む

二
〇
二
〇
年

   

六
月
二
〇
日

　

     

～
七
月
十
九
日
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
長
期
に
わ
た
る
臨
時
休
館
と
な
り
ま
し

た
が
、
感
染
予
防
対
策
を
行
い
、
五
月
二
十
三

日(

土)

よ
り
再
開
い
た
し
ま
し
た
。
再
開
後
、

企
画
展
示
「
万
葉
の
花
写
真
展
」
を
六
月
二
十

日
か
ら
七
月
十
九
日
ま
で
開
催
。

「
新
装
改
訂
版 

万
葉
の
花 

四
季
の
花
々
と
歌

に
親
し
む
」(

青
幻
舎)

の
著
者 

片
岡
寧
豊
氏

が
、
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
植
物
と
歌
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
。
解
説
入
り
パ
ネ
ル
は
、
片
岡
寧

豊
氏
撮
影
の
野
辺
の
花
や
景
色
の
写
真
と
解
説

文
。
同
時
に
「
奈
良
花
写
真
の
会
」
の
会
員
の

皆
様
が
長
年
撮
り
続
け
て
き
た
万
葉
集
に
歌
わ

れ
て
い
る
植
物
の
写
真
27
点
と
と
も
に
展
示
し

ま
し
た
。
「
万
葉
の
花
写
真
展
」
を
通
し
て
、

現
存
す
る
最
古
の
歌
集
で
あ
る
万
葉
集
に
詠
ま

れ
た
万
葉
び
と
の
美
し
い
心
と
、
植
物
に
触
れ

る
と
と
も
に
、
現
代
も
咲
く
、
四
季
折
々
の
野

辺
の
花
々
の
写
真
、
旧
河
澄
家
に
も
残
る
万
葉

の
花
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
を

き
っ
か
け
に
、
万
葉
集
に
触
れ
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

か
た  

お
か  

ね
い  

ほ
う

片
岡
寧
豊
氏

万
葉
の
花
研
究
家
、
万
葉
花
寧
豊
会
主
宰
。

華
道
家
、
国
内
外
の
花
博
や
イ
ベ
ン
ト
等

に
出
展
・
担
当
し
、
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

受
賞
多
数
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
・
講

演
・
エ
ッ
セ
イ
執
筆
等
幅
広
く
活
躍
。

『
新
装
版 

や
ま
と
花
万
葉
』
『
万
葉
の
花

を
い
け
る
』
『
新
装
改
訂
版 

万
葉
の
花
』

『
野
の
花
を
い
け
る
』
な
ど
著
書
多
数
。カ

ヤ
の
巨
樹

旧
河
澄
家
の
主
庭
の
東
隅
に
は
、
常
緑

針
葉
樹
の
大
木 

「
か
や
の
木
」
が
あ
り

ま
す
。
万
葉
の
花
の
講
座
を
も
つ
、
片
岡

寧
豊
氏
が
樹
齢
約
500
年
の
か
や
の
木
が
あ

る
旧
河
澄
家
を
訪
れ
た
ご
縁
で
、
今
回
の

展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
繋
が
り
ま
し

た
。
「
新
装
改
訂
版 

万
葉
の
花 

四
季
の

花
々
と
歌
に
親
し
む
」(

青
幻
舎)

に
も
、

万
葉
集
に
歌
わ
れ
て
い
る
花
の
ひ
と
つ
、

「
日
下
の
旧
河
澄
家
に
あ
る
カ
ヤ
の
巨
樹
」

と
し
て
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

万
葉
の
花
講
習
会

万
葉
の
花
写
真
展
の
期
間
中
、
六
月
二
十
八
日

に
万
葉
の
花
研
究
家
と
し
て
も
ご
活
躍
の
片
岡

寧
豊
氏
に
よ
る
万
葉
の
花
講
習
会
を
開
催
。

万
葉
び
と
が
花
に
託
し
た
想
い
に
触
れ
ま
し
た
。

万
葉
集
は
、
現
代
人
が
忙
し
さ
の
あ
ま
り
に
忘

れ
が
ち
な
自
然
へ
の
思
い
や
り
、
同
時
に
人
へ

の
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
、
ふ
と
思
い
起
こ
し

て
く
れ
る
歌
集
で
す
。
日
本
最
古
の
歌
集
で
、

そ
の
中
で
も
花
を
中
心
と
し
た
歌
は
、
千
五
百

余
首
も
あ
り
、
百
数
十
余
り
の
種
類
の
植
物
が

登
場
し
て
い
ま
す
。
旧
河
澄
家
の
庭
に
あ
る
万

葉
の
花
で
あ
る
、
カ
ヤ
の
葉
と
実
、
ア
ジ
サ
イ

の
花
と
葉
、
ナ
シ
の
実
を
観
察
し
、
身
近
に
あ

る
万
葉
の
花
の
魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。

万
葉
集
の
歌
に
詠
ま
れ
た
万
葉
び
と
の
美
し
い

心
と
植
物
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
旧
河
澄
家
に

も
残
る
万
葉
の
花
を
観
察
、
お
楽
し
み
い
た
だ

き
ま
し
た
。
万
葉
の
花
講
習
会
を
き
っ
か
け
に

万
葉
集
に
親
し
む
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

主屋にて万葉の花講習会

旧河澄家のある万葉の花の観察

生花大作

カヤの写真と解説パネル 万葉の花写真展 展示風景

万葉の花観察
説明をする片岡寧豊氏

源
平
一
の
谷
の
合
戦
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旧河澄家
所在地　　　　　 〒579-8003　大阪府東大阪市日下 7 丁目 6-39
電話番号　　　　TEL/FAX　072-984-1640
ホームページ　　http://www.kyu-kawazumike.jp
開館時間　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分
休館日　　　　　 月曜日 （祝日の場合は翌日）
　　　　　　　　　　祝日の翌日 ・ 12 月 29 日～ 1 月 3 日
入館料　　　　　 無料
駐車場　　　　　 5 台 （無料）
　　　　　　　　　　満車の場合は、 近鉄けいはんな線 「新石切駅」
　　　　　　　　　　周辺の有料駐車場をご利用ください。

◆アクセス方法 
公共交通機関をご利用の場合
・ 近鉄奈良線 「石切駅」 より徒歩約２０分
・ 近鉄けいはんな線 「新石切駅」 より徒歩約２０分
・ 近鉄奈良線 「東花園駅」 または近鉄けいはんな線 「新石切駅」  
  より、
　近鉄バス 「四条畷行き」 または 「住道行き」 に乗車
　「南日下」 バス停より徒歩１５分
・ JR 学研都市線 「住道駅」 または 「四条畷駅」 より、
　近鉄バス 「東花園駅前行き」 に乗車 「南日下」 バス停より徒歩   
  約１５分

マイカーをご利用の場合
・ 旧国道１７０号線 「日下４丁目」 交差点を東へ、 約６００ｍ直進

◆指定管理者　株式会社アスウェル  TEL ： ０７２-９３９-７８６１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     FAX ： ０７２-９５２-４３４０
 　　URL       http://www.asuwell.co.jp
 　　E-mail    mail@asuwell.co.jp

東大阪市指定文化財

JISQ9001:2015(ISO9001:2015)/ 全事業所

JISQ14001:2015(ISO14001:2015)/ 全事業所

建物総合清掃保全管理・施設保守管理・建築物

・衛生管理・人材派遣・警備保守・指定管理

株式会社アスウェルは、総合
ビルメンテナンス会社として、
次の認証を取得しています。

ISOのロゴを使う場合は、この形でお願いします。

平成２５年７月以降は、QMS・EMSともに、

旧河澄家

日新高校

大龍禅寺

孔舎衙東小学校

孔舎衙小学校

公園

丹波神社

至 生駒駅

公園

至 額田駅

石切山手保育園

日下
リージョンセンター

石切剱箭神社

日下町 4 丁目

旧国道
170 号線

至 住道駅･四條畷駅

新石切駅

至 瓢箪山駅

たばこ屋

西稱揚寺

東稱揚寺

芝

近
鉄
奈
良
線

近鉄けいはんな線

石切駅

南日下バス停 日下新池

お弁当店

マンション

コンビニ
エンスストア

交番

交番

石切参道
商店街

旧河澄家周辺図 (詳細)

※イベント日程は本誌発行時の予定ですので、都合により多少前後する可能性がございます。詳しくはお問合せください。

　ネジと工具で木製カメラづくり

論語の素読会

〈 2020年12月～〉

旧河澄家　イベントカレンダー

ネジを中心としたものづくりの楽しさ

と大切さを伝えるプロジェクト

『にじいろのネジ』ワークショップ

専用部品（バネとネジ）とキットを組

み合わせ、木製のカメラを制作します。

ものづくりに大切な創造性と工具の種

類や使い方を学びながら、自分だけの

カメラを作ります。

ぜひご家族でご参加ください。
予約優先　
参加費 300円

1/17(日 )

1/23(土 )

奥座敷 棲鶴楼  主庭より

※詳細はお問合せください。

古民家の歴史や特徴等のお話、古民家の再

生技術・事例を紹介、解説します。

毎年ご好評いただいている古民家再生講座

です。ぜひこの機会に古民家について一緒

に学びませんか。

古民家再生講座

ネジと工具で木製カメラづくり
にじいろのネジ ワークショップ

　　　　　　※詳細はお問合せください。

声に出して文字を読む ( 素読 ) 楽しさ

を一緒に体感しませんか。

論語とは、孔子とその弟子の中でも

優れた人物たちの言語をまとめた書物

であり、心を打つ章句がぎっしりと詰

まっています。

奥座敷 棲鶴楼にて、心豊かな時間を過

ごしましょう。

毎月

第 2・第 4

曜日

参加費 無料

河内の古民家展

河内地方の代表的な古民家紹介や、

旧河澄家住宅所蔵の資料を紹介する展

示。河内地方の古民家の写真と構造的

特徴等の紹介、旧河澄家主庭 枯池式枯

山水庭園 ( 江戸時代初期 ) の解説をし

ます。日本の住文化、古民家の魅力を

再認識していただければと思います。

※詳細はお問合せください。

１/15(金 )

～ 2/13(土 )

枯池式枯山水庭園 

歴史コラム
日下の噺「丹波神社と御所ヶ池」

pick up!
万葉の花写真展・講演会
祭礼展

河澄家の自然　梨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特集 /企画展示

昔の道具展

昔の道具体験会

薬の原料となる、乾燥させて固くした草木や種子や穀物などをすりつぶす道具　薬研 yagen

旧河澄家 指定管理者 株式会社アスウェル
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